
を
握
り
合
っ
た
。
翌
日
初
め
て
道
後
温
泉
へ
。
そ
し
て
松
山
の

人
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
初
期
か
ら
七
十
余
年
が
経
過
し
た
。
耐
え
る
こ
と
を
美

徳
と
し
て
き
た
が
、
朝
鮮
で
の
生
活
、
延
吉
で
の
生
活
、
入
ソ

し
て
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
、
筆
舌
に
は
尽
く
し
が
た
い
。

こ
れ
は
私
一
人
で
は
な
い
。
南
の
島
、
中
国
大
陸
、
ま
た
北
の

大
地
シ
ベ
リ
ア
で
、
戦
場
化
し
た
沖
縄
で
、
広
島
、
長
崎
の
二

発
の
原
子
爆
弾
で
、
父
が
、
夫
が
、
兄
弟
が
祖
国
日
本
の
こ
と

を
案
じ
な
が
ら
散
っ
て
い
っ
た
、
そ
の
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り

た
い
。
戦
後
五
十
三
年
余
り
、
立
派
に
立
ち
直
っ
た
の
も
こ
の

人
た
ち
の
お
か
げ
だ
。

世
相
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
ゆ
く
。
若
者
に
も
言
い
た

い
。
一
見
平
和
と
も
思
う
が
、
世
界
の
隅
々
に
は
爆
弾
テ
ロ
な

ど
が
起
き
、
物
騒
な
世
の
中
で
あ
る
。

「
忘
れ
ま
い
こ
の
体
験
を
」

。
そ
し
て
子
や
孫
を
通
じ
て
後

世
に
伝
え
た
い
。

満
州
か
ら
シ
ベ
リ
ア
の
八
年
　 

愛
媛
県
　
宇
都
宮
政
壽
　 

大
正
九
年
十
月
八
日
、
東
宇
和
郡
笠
置
村
（
合
併
し
て
石
城

村
、
現
宇
和
町
）
の
農
家
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

県
立
宇
和
農
業
学
校
（
現
宇
和
高
校
）
在
学
中
に
肋
膜
炎
と

腹
膜
炎
に
罹
病
、
療
養
生
活
二
年
半
、
全
快
後
、
石
城
村
役
場

に
一
年
間
勤
め
る
。
昭
和
十
五
年
七
月
徴
兵
検
査
を
受
け
、
丙

種
に
合
格
。

十
六
年
九
月
、
私
立
中
野
高
等
無
線
電
信
学
校
を
繰
り
上
げ

卒
業
。
十
月
一
日
付
で
満
州
国
治
安
部
警
務
司
に
採
用
さ
れ
、

新
京
の
警
察
学
校
に
入
る
。
同
月
二
十
四
日
、
通
化
省
公
署
警

務
庁
無
電
室
勤
務
を
命
じ
ら
れ
着
任
。
以
後
、
濛
江
県
、
輯
安

県
公
署
警
務
科
無
電
室
で
無
線
通
信
士
兼
暗
号
員
と
し
て
勤

務
。
十
九
年
七
月
依
願
退
職
。

八
月
一
日
付
で
北
安
省
北
安
市
、
北
満
車
両
株
式
会
社
に
入

社
。
同
社
に
勤
務
中
の
二
十
年
五
月
十
六
日
、
召
集
令
状
を
受



領
。
翌
十
七
日
午
後
一
時
、
松
風
一
五
二
〇
七
部
隊
北
孫
呉
六

二
八
部
隊
に
入
隊
し
た
。

六
月
末
、
人
事
係
の
准
尉
が
「
予
備
士
官
学
校
を
受
験
せ

よ
」
と
。
今
さ
ら
学
校
で
も
な
い
と
固
辞
し
た
と
こ
ろ
、
七
月

一
日
付
で
斬
込
挺
進
隊
に
転
属
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
隊
は
昼

夜
転
倒
演
習
を
実
施
中
で
、
昼
と
夜
と
が
逆
、
兵
は
木
箱
に
砂

を
詰
め
た
疑
似
爆
薬
を
抱
え
、
兵
が
引
っ
張
っ
て
走
り
回
る
大

八
車
を
敵
戦
車
に
見
た
て
て
飛
び
込
む
演
習
ば
か
り
。
生
き
て

は
絶
対
に
帰
れ
な
い
と
覚
悟
を
し
た
。

七
月
末
に
身
体
検
査
が
あ
り
、
軍
医
に
「
結
核
性
の
肋
膜
炎

と
腹
膜
炎
で
三
年
近
く
入
院
し
た
」
と
申
告
し
た
の
が
効
を
奏

し
て
か
、
原
隊
に
帰
さ
れ
る
。

ホ
ッ
と
し
た
の
も
束
の
間
、
翌
二
日
に
は
、
新
京
に
新
設
部

隊
の
要
員
と
し
て
転
属
命
令
が
出
る
。
五
日
、
満
州
三
七
三
二

部
隊
諏
訪
隊
に
着
任
。
こ
の
時
携
行
し
た
三
八
式
騎
兵
銃
や
帯

剣
な
ど
を
「
歩
兵
部
隊
に
回
せ
」
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
丸
腰
に

な
る
。

十
五
日
早
朝
、
「
ソ
軍
迎
撃
に
第
一
線
に
進
出
す
る
」
と
手

榴
弾
二
発
が
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ
で
戦
え
と
言
う
の
か
、
天
下

に
聞
こ
え
た
関
東
軍
も
落
ち
ぶ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
寛
城
子
で

終
戦
を
迎
え
、
武
装
解
除
後
、
新
京
医
科
大
学
校
舎
に
収
容
さ

れ
る
。
収
容
直
後
、
ソ
連
兵
に
囲
ま
れ
、
銃
を
突
き
付
け
ら
れ

て
時
計
や
万
年
筆
を
強
奪
さ
れ
た
。

九
月
十
一
日
新
京
出
発
。
こ
の
時
の
編
成
で
指
揮
班
に
編
入

さ
れ
、
将
校
の
荷
物
運
び
と
炊
事
係
。
二
十
八
日
、
黒
河
か
ら

ブ
ラ
ゴ
エ
に
上
陸
。
こ
こ
の
夜
営
の
時
、
工
兵
隊
か
ら
借
り
て

い
た
荷
物
運
び
用
の
鉄
棒
に
夕
食
の
飯
盒
を
吊
る
し
て
火
に
か

け
、
井
上
二
等
兵
に
火
の
番
を
さ
せ
て
私
は
全
員
の
水
筒
を
持

っ
て
河
ま
で
水
を
汲
み
に
行
き
、
帰
営
し
て
ビ
ッ
ク
リ
。
鉄
棒

が
爆
発
し
て
、
井
上
の
胸
に
鉄
片
が
突
き
刺
さ
っ
て
お
り
、
飯

盒
は
形
も
な
い
程
に
。
将
校
達
は
頭
か
ら
灰
や
汁
を
浴
び
て
呆

然
と
し
て
い
た
。
私
は
当
然
に
ソ
軍
本
部
に
連
行
さ
れ
取
り
調

べ
を
受
け
る
。「
黒
河
の
桟
橋
近
く
の
路
上
で
拾
っ
た
」
で
押

し
通
し
て
釈
放
さ
れ
た
が
、
一
つ
間
違
え
ば
銃
殺
も
の
、
冷
汗

タ
ラ
タ
ラ
で
あ
っ
た
。

工
兵
隊
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
戦
車
の
無
限
軌
道
に
喰

い
込
ま
せ
て
爆
破
、
走
行
不
能
に
す
る
兵
器
だ
」
と
い
う
。
知

ら
ぬ
こ
と
と
は
い
え
、
大
勢
の
犠
牲
者
を
出
し
か
ね
な
い
と
こ



ろ
で
あ
っ
た
。
病
院
に
送
っ
た
井
上
二
等
兵
の
生
死
は
不
明
の

ま
ま
で
出
発
せ
ざ
る
を
得
ず
、
誠
に
無
念
で
あ
っ
た
。

十
月
四
日
ウ
ラ
ン
ウ
デ
の
収
容
所
に
入
り
、
製
材
工
場
班
に

編
入
。
非
能
率
な
工
場
で
、
監
督
は
が
な
る
ば
か
り
で
成
果
は

さ
っ
ぱ
り
、
ノ
ル
マ
未
達
が
続
き
、
食
事
は
質
量
と
も
最
悪
に

な
る
。
一
年
く
ら
い
は
我
慢
を
し
た
が
限
界
に
き
て
、
重
営
倉

覚
悟
で
ス
ト
決
行
。
カ
ン
カ
ン
に
怒
る
監
督
に
「
一
片
の
パ
ン

と
少
量
の
塩
汁
」
を
見
せ
、「
こ
れ
が
昼
食
、
こ
れ
で
働
け
る

か
、
ノ
ル
マ
の
査
定
を
考
え
ろ
」
と
交
渉
、
監
督
も
こ
の
食
事

に
は
驚
い
て
善
処
を
約
束
し
た
の
で
ス
ト
中
止
、
怪
我
人
な
し

で
終
わ
っ
た
。

一
年
半
が
過
ぎ
た
頃
、
原
木
入
庫
で
貨
車
お
ろ
し
の
夜
間
作

業
中
、
ソ
軍
軍
曹
が
迎
え
に
来
た
。
何
事
か
と
帰
っ
た
と
こ

ろ
、
本
部
の
地
下
室
に
放
り
込
ま
れ
、
若
い
中
尉
か
ら
「
暗

号
」
に
つ
い
て
尋
問
を
受
け
た
。
脅
し
た
り
、
時
に
は
拳
銃
で

殴
ら
れ
も
し
た
が
、
何
度
も
死
に
そ
こ
な
っ
た
身
、
糞
度
胸
を

決
め
て
「
忘
れ
た
」「
知
ら
ん
」
以
外
は
黙
秘
で
通
し
た
ら
、

匙
を
投
げ
て
か
、
十
時
間
程
で
解
放
さ
れ
た
。
■
で
は
あ
る

が
、「
憲
兵
、
特
高
警
察
官
ら
を
三
人
密
告
す
れ
ば
日
本
に
帰

す
」
の
甘
言
に
つ
ら
れ
て
密
告
す
る
者
が
い
る
ら
し
か
っ
た
。

丁
度
そ
の
頃
、
ア
ク
チ
ー
ブ
と
称
す
る
連
中
が
や
っ
て
来

て
、
収
容
所
の
民
主
化
を
や
る
と
い
う
。
私
た
ち
少
数
の
二
等

兵
は
、
収
容
所
に
入
っ
て
か
ら
も
関
東
軍
の
編
成
で
、
階
級
も

そ
の
ま
ま
の
不
合
理
に
屈
辱
と
苦
痛
と
忍
耐
を
強
い
ら
れ
て
い

た
の
で
、
彼
等
に
協
力
し
て
階
級
呼
称
を
撤
廃
し
よ
う
と
秘
か

に
根
回
し
を
し
て
い
た
あ
る
夜
、
全
身
に
刺
青
を
し
て
い
る
青

木
上
等
兵
に
裏
庭
に
呼
び
出
さ
れ
「
階
級
呼
称
撤
廃
の
首
謀
者

が
貴
様
と
い
う
こ
と
で
、
班
長
達
が
私
刑
に
か
け
る
と
息
巻
い

て
い
る
。
俺
が
抑
え
て
い
る
が
、
長
く
は
抑
え
き
れ
ん
。
弱
っ

て
い
る
身
体
に
や
ら
れ
た
ら
死
ぬ
ぞ
。
自
分
の
こ
と
だ
け
考
え

ろ
」
と
注
意
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
密
告
に
よ
る
も
の
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

ア
ク
チ
ー
ブ
の
連
中
は
、
収
容
所
の
民
主
化
ど
こ
ろ
か
、

「
ス
タ
ー
リ
ン
大
元
帥
に
感
謝
し
よ
う
」「
ノ
ル
マ
を
二
〇
〇
％

達
成
し
よ
う
」「
天
皇
島
に
敵
前
上
陸
の
理
論
武
装
を
し
よ
う
」

な
ど
、
ソ
連
迎
合
の
話
ば
か
り
。「
収
容
所
の
民
主
化
は
ど
う

し
た
」
な
ど
と
ヤ
ジ
っ
て
い
た
ら
「
収
容
所
の
民
主
化
を
阻
む

反
動
分
子
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
二
十
二
年
九
月
三
十
日



ユ
ウ
レ
ユ
ラ
ク
収
容
所
に
転
属
。
こ
こ
で
は
屠
殺
工
場
、
漬
物

工
場
、
道
路
工
事
、
鉄
道
工
事
、
農
場
な
ど
日
替
わ
り
の
労
働

を
し
な
が
ら
、
各
地
か
ら
の
転
属
兵
を
待
っ
て
十
月
二
十
五

日
、
キ
ン
ロ
ス
カ
五
二
五
―
一
収
容
所
（
ク
ズ
バ
ス
炭
鉱
地

帯
）
に
転
属
。

こ
の
収
容
所
に
入
っ
た
直
後
、
階
級
呼
称
が
撤
廃
さ
れ
、
私

は
何
が
ど
う
間
違
っ
た
か
班
長
に
指
名
さ
れ
た
。
班
員
二
十
人

中
十
七
人
ま
で
が
上
等
兵
以
上
の
兵
、
彼
等
が
何
か
に
つ
け
て

陰
湿
な
苛
め
を
や
る
の
で
、
肉
体
的
疲
労
に
精
神
的
疲
労
が
加

わ
り
苦
し
い
日
々
が
続
い
た
。

坑
内
の
労
働
は
、
石
炭
の
貨
車
へ
の
積
み
込
み
や
原
木
の
運

搬
が
主
な
作
業
。
八
時
間
労
働
、
三
交
代
制
、
一
カ
月
毎
に
作

業
時
間
交
代
。
交
代
す
る
日
は
十
六
時
間
坑
内
で
休
み
な
し
の

労
働
で
あ
る
。
中
で
最
も
厳
し
い
交
代
は
午
後
四
時
入
坑
の

時
。
午
後
三
時
ご
ろ
収
容
所
を
出
発
す
る
の
で
夕
食
抜
き
、
翌

日
の
午
前
八
時
ま
で
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
重
労
働
。
坑
か
ら
上
が

っ
て
器
具
を
返
納
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
整
列
、
十
時
過
ぎ
に

収
容
所
に
帰
り
、
朝
食
後
、
泥
の
よ
う
に
眠
り
こ
け
た
も
の
で

あ
る
。

あ
る
日
、
終
業
時
間
が
近
づ
い
た
頃
、
監
督
が
回
っ
て
来
て

空
の
貨
車
を
見
付
け
「
横
坑
に
溜
ま
っ
て
い
る
石
炭
を
落
と

せ
」
と
怒
り
ま
く
る
の
で
、
危
険
で
嫌
な
作
業
だ
が
私
が
や
ら

ざ
る
を
得
ず
、
横
坑
に
上
り
、
こ
の
辺
ま
で
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
と
ス
コ
ッ
プ
を
突
き
た
て
る
と
同
時
に
足
元
が
崩
れ
、
大
量

の
石
炭
に
巻
き
込
ま
れ
て
竪
坑
に
転
落
し
胸
ま
で
埋
ま
っ
た
。

こ
れ
は
生
き
埋
め
に
な
る
と
大
声
で
必
死
に
連
呼
、
異
常
を
感

じ
た
監
督
が
上
っ
て
来
て
顔
を
覗
か
せ
た
の
で
「
早
く
石
炭
を

お
ろ
せ
」
と
怒
鳴
る
が
、
落
ち
て
く
る
石
炭
に
「
早
く
お
ろ

せ
、
早
く
」
と
気
が
気
で
は
な
か
っ
た
。
監
督
が
「
大
き
な
石

炭
が
出
て
来
た
」
と
馬
鹿
笑
い
を
し
た
の
に
は
「
冗
談
じ
ゃ
な

い
、
死
ぬ
思
い
を
し
て
い
た
の
に
、
こ
の
野
郎
」
と
ぶ
っ
飛
ば

し
て
、
ス
カ
ッ
と
し
た
か
っ
た
。

二
十
三
年
七
月
七
日
、
帰
国
の
た
め
収
容
所
出
発
。
二
十
一

日
ナ
ホ
ト
カ
着
。
八
月
十
一
日
永
徳
丸
に
乗
船
。
十
四
日
舞
鶴

に
上
陸
し
た
。

愛
媛
県
で
は
平
成
九
年
一
月
二
十
五
日
に
「
愛
媛
シ
ベ
リ
ア

を
語
る
会
」
の
創
立
総
会
が
、
四
月
十
九
日
に
は
定
期
総
会
が

開
か
れ
、
本
県
出
身
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
犠
牲
者
一
千
余
人
の
慰



霊
と
恒
久
平
和
確
立
の
願
い
を
柱
と
す
る
会
則
を
決
定
。
六
月

一
日
、
慰
霊
碑
建
立
委
員
会
が
発
足
。
会
員
、
遺
族
、
一
般
県

民
、
企
業
団
体
の
好
意
に
よ
っ
て
二
千
二
百
万
円
の
浄
財
が
寄

せ
ら
れ
、
県
護
国
神
社
の
隣
接
地
に
建
立
を
進
め
て
い
た
慰
霊

碑
が
完
成
、
十
二
月
十
八
日
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
碑

は
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
十
ト
ン
、
平

和
を
支
え
る
人
の
姿
を
デ
ザ
イ
ン
。
中
央
に
「
鎮
魂
シ
ベ
リ
ア

抑
留
者
慰
霊
之
碑
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
日
、
会
員
、
遺

族
ら
約
百
五
十
人
が
出
席
、
御
霊
の
冥
福
と
恒
久
の
平
和
を
祈

念
し
て
献
花
。

式
典
に
参
列
し
て
、
満
州
か
ら
シ
ベ
リ
ア
の
八
年
、
幾
た
び

か
生
死
の
狭
間
を
運
強
く
生
き
抜
い
た
遠
い
記
憶
を
思
い
起
こ

し
て
感
無
量
で
あ
っ
た
。

私
の
人
生
記

シ
ベ
リ
ア
抑
留
苦
難
の
思
い
出
　 

愛
媛
県
　
橘
兵
馬
　 

愛
媛
県
温
泉
郡
浮
穴
村
に
、
父
橘
熊
之
丞
の
長
男
と
し
て
大

正
三
年
一
月
十
四
日
生
ま
れ
る
。
家
は
代
々
農
業
を
営
ん
で
お

り
、
昔
は
、
農
家
の
長
男
は
農
家
を
後
継
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
農
家
の
長
男
は
上
の
学
校
へ
行

く
必
要
は
な
い
と
父
に
言
わ
れ
、
私
は
浮
穴
尋
常
高
等
小
学
校

へ
行
っ
た
。
小
学
校
六
年
、
高
等
科
二
年
を
卒
業
し
、
そ
れ
か

ら
は
夜
間
中
学
に
徴
兵
検
査
ま
で
熱
心
に
通
っ
た
。
毎
年
皆
勤

で
賞
状
と
景
品
を
も
ら
っ
た
。

徴
兵
検
査
は
昭
和
九
年
、
道
後
公
会
堂
で
行
っ
た
。
昔
は
青

年
訓
練
所
へ
も
真
面
目
に
通
っ
た
。
そ
し
て
一
通
り
の
軍
隊
教

育
は
受
け
て
い
た
。
私
は
小
学
校
七
ッ
行
き
の
た
め
徴
兵
検
査

も
一
年
遅
れ
た
。
そ
の
た
め
教
練
を
受
け
た
時
間
超
過
で
、
徴

兵
官
よ
り
表
彰
を
受
け
た
。
我
々
の
時
代
は
ま
だ
戦
争
も
な
か




